
・ 距離のあるミドルホール。
・ 右側からスロープが張り出しているが、１打落下点
　は平坦で広い。
・ ティショットはやや右ねらい。
・ 第２打はなだらかな打ち上げ、やや大きめに。
・ 左グリーンは左ＯＢ及びバンカーに注意。
・ 右グリーンは手前のバンカーに注意。



・ グリーンまで平坦なショートホール。
・ 左グリーンはやや砲台となっているので、左バンカーに
   注意しやや大きめに。
・ 右グリーンはスライスすると、ＯＢは無いが６番ホール
　へ落ちてしまい、リカバリーが難しい。
・ 左から攻めるとパーチャンスあり。



・ 第１打は打ち下ろし、第２打は打ち上げのミドルホール。
・ 左右にＯＢがあるが、フェアウェイが広いので、１本の桧
　ねらいで豪快なショットを。
・ 第２打はグリーン前のバンカーに注意。
・ ピンの根元が見えないので目測を誤らないよう、１～２
   クラブ大きめが賢明。



・ 広々としたフェアウェイ、グリーンまでストレートで
   緩やかなダウンスロープのロングホール。
・ 正面の南アルプスに向かって豪快なショットを。
   ただし、大きくスライスすると右にＯＢ。



・ フェアウェイは広いがＯＢに注意しながら、ティショット
   はやや右ねらい。
・ ロングヒッターは落下地点が狭いので、クラブの選択を
   誤らないよう。
・ 距離は短いが左グリーンは手前に、右グリーンは前後に
   ガードバンカーが口を開けている、第２打は正確に。



・ ややトリッキーなロングホール。
・ 第１打は左山裾ねらい、スライスすると１ペナとなる。
・ 第２打も右ＯＢに注意し左山裾ねらいとなる。



・ 川と池越えのショートホール。
・ 左グリーンは砲台となっており、右へ落とさないよう
   にやや大きめに。
・ 右グリーン右側は右傾斜でＯＢが近いので要注意。
・ 両グリーンとも、左から攻めればパーチャンスあり。



・ 左ドッグレッグのやや短いミドルホール。
・ 左角にはバンカー群があり、第１打は打ち下し
   でバンカー右190Y付近が賢明。
・ ロングヒッターはバンカー越えを。ただし、左の
   林は要注意。
・ 左グリーンは一段高く、前後にバンカーが待ち
   受けている。距離は正確に。



・ ストレートのミドルホール。
・ フェアウェイは広いので、第１打は左ＯＢに注意
   し、やや右から攻めたい。
   ただし、大きくスライスすると右にもＯＢがある。
・ 左グリーンは左のバンカーと左奥のＯＢに注意。
・ 右グリーンは前後のバンカーに注意して。



・ フラットなロングホール。
・ 左右に大きくブレると１ペナとなる。
・ 左グリーン左はＯＢ、手前に小さな谷が食い込ん
   でいる。やや右から攻めたい。
・ 右グリーン手前右側にＯＢあり。



・ 船底状で打ち下ろしのミドルホール。
・ 第１打は左にブレるとリカバリーが難しいので、やや
   右側から攻めたい。
・ 左グリーンは左と奥にバンカー、オーバーするとＯＢ。
・ 右グリーン周辺はバンカーもなく広い。



・ 高低差のある打ち下ろしのショートホール。
・ クラブ選択は表示距離より約１割強少なめに。
・ グリーンを大きく外し、左右の小さな谷へ落と
   すと、ＯＢとなる。
・ 手前から攻めるとパーチャンスあり。



・ 豪快な打ち下ろしのミドルホール。
・ 大きくスライスすると右にＯＢ。
・ 右グリーンは手前に数本の松がスタイミーと
   なるので、第１打は左から攻めたい。
・ グリーンは左右砲台となっているので、第２打
   はやや大きめに。
・ ガードバンカーは無いが、右グリーン右下要注意。



・ 210Y～230Y先から谷（空地）となっているが、
   ハザードではない。
・ トラブルになりやすいので、ロングヒッターは
   刻む方が賢明。
・ 左グリーン２打目はグリーン前の３本の松が
   スタイミーとなるので第１打はやや左から攻
   めたい。



・ 距離の短いショートホールながら、ティからグリーン手前まで大きな池。
・ 第１打が池に入った場合は、前方のドロップエリアより第３打としてプレーする。
・ 右グリーンの奥にバンカー、右下の谷へ落とすとＯＢとなる。



・ 比較的距離の短いミドルホール。
・ 第１打は大きくスライスするとＯＢは無いが
   林の中か14番ホールへ行きリカバリーが難し
   いのでやや左から。
・ グリーン前に大きなガードバンカーが口を開
   けている。
・ グリーンを大きくオーバーするとＯＢあり、
   第２打は正確に。



・ 220Y～240Y先右に池（ＷＨ）がある、ミドルホール。
・ ロングヒッターはやや左から攻めたい。
・ 第２打は緩やかな打ち上げとなっているので１クラブ
   大きめで。
・ 右グリーンは一段高く、小さな２段グリーンとなってい
   るので、目測を誤らないよう。



・ 第１打は左山裾ねらい。第２打は目の前に大きな
   池、その先右は林の中、やや左から攻めたい。
・ グリーン前には数本の大きな唐松がスタイミーに
   なりやすいので注意。
・ 気がゆるせない名物ホールの一つ。


